
訴訟上の和解の成立について 

 

１ 概要 

平成２４年に東広島市立中学校に在籍する男子生徒が下校中に自死した事案について、平成２７年

６月１１日、当該生徒の両親が、本事案は複数の教員から相次いで指導されたことに因果関係がある

ものとして、本市等に損害賠償等を求める訴訟を提起していた。 

口頭弁論・証人尋問を重ね、このほど、広島地方裁判所から和解勧告があり、和解協議を経て、令

和５年３月３日、原告との和解が成立した。 

 

２ 事件名及び請求の趣旨 

学校指導死による損害賠償等請求事件 

(1) 教員らの指導は、教育的配慮を欠くものであり、安全配慮義務違反である。教員らの安全配慮義

務違反と当該生徒の自死には相当因果関係がある。 

(2) 東広島市は、原告２名に対し、それぞれ金５,１４９万５,８１３円等を支払うこと。  

   合計額：１億２９９万１,６２７円等 

 

３ 主な経緯 

平成２４年 １０月２９日 市内中学校生徒死亡 

       １１月２７日 生徒の死亡にかかる調査委員会設置 

平成２５年  ９月 ４日 調査委員会が報告書をまとめる。 

平成２７年  ６月１１日 提訴（教育委員会収受７月２１日） 

   ～    本裁判に関する口頭弁論 

  （この間、証拠保全や個人情報不開示処分取消、文書提出命令申立等の裁判が行われた。） 

 令和 ４年  ８月～９月 被告証人尋問、原告証人尋問 

 令和 ４年 １１月～翌年２月 和解協議（３回） 

 令和 ５年  ２月２８日 和解案 市議会議決 

令和 ５年  ３月 ３日 和解成立 

                               

４ 和解の主な内容 

 (1) 被告東広島市は、教員らの当該生徒に対する指導について、「威圧的、暴力的なもの」等があった

ことを認め、当該生徒が自死に追い詰められる結果となったことを真摯に受け止め、謝罪する。 

(2) 被告東広島市は、原告らに対し、和解金として合計 1,000万円（各 500万円）を支払う。 

(3) 被告東広島市は、教員研修等を実施し、児童・生徒の自死の再発防止に最大限努める。 

 

５ 今後の対応等 

二度とこのような悲しい事案が起こらないよう、令和４年１２月に改訂された生徒指導提要の内容

を踏まえて、平成２５年に本市が策定した「児童生徒のかけがえのない命を守るためのトライアング

ルプラン」を見直し、再発防止のための教職員研修の充実に努め、命を大切にする教育を徹底するこ

とにより、安全・安心な学校づくりに全力で取り組んでいく。 

その他ア 
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